
と与ごi∋
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人口5，901人！r．2．

　男　2，823人・＋7

　女3，078人（一51

世帯数1，728戸（＋51

　平成3年1〔唄1日現在

　　　　は対前月比

スポ・一りで交流

平成3年

11
第486号

　10月7E、町グラウンドにおいて、第／5回老人スポーツ大

会が行われました。

　当Eは＼お年寄と出郷幼稚園・山陰保育園の子どもたちも

参加して、約300名が晴天のもとスポーツを楽しみました。

　　　　　かかる日寺ふところ鏡懸しけれ

　　　　　　　　　　　　葉の散る木の問わか顔を見む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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／3｝平成3年ll月号 町　報　　と　う　こ“　う

総務費財産管理’交通安全
　　　　　　対策・地域づくり・

　　　　　　広報紙発行など
　　　877，829千円（24．7％）

誌民生費　　　　福祉関係・各種医療

　　　　費助成・保育所の運

　　　　営管理など

267，224千円（7．5％）

西城公園・牧水公園の整備には、平成
ゴ年度に6600万円を支出。

農椛煙類農林業などの第一次
　　　　　　産業の振興

　　　715，566千円（20．2％）

土木費道路新設改良●橋り
　　　　　　よう整備、公営住宅

　　　　　　の整備など
　　　459，856千円（13．0％）

議
宇

治
刀

の
社
　
（

設
・
ど
円

施
育
な
千

説
教
興
1

教
東
宿
2

　
　
」

　
　
5
1

　
　
2

公債費借入金の元金．利子
　　　　　　の支払い

　　　446，447千円（12．6％）

老人福祉館跡に建設されている総合文化　災害復旧費　　道路網の災害復旧な

センターは、2年聞かけての事業で、平成
2年度は1億5400万を支出。

　歳入から歳出を引いた87，104千円

は翌年へ繰り越します、

　また各会計の決算額は千円以下は

四捨五入をしています．

　　　　ど

210，937千円（5，9％）

その他議会’衛生’労働．
　　　　　　商工・消防の運営管

　　　　　　理など
　　318，794千円（9．0％）

使
O
た
お
盒
（
置
戸
）

3
5
億
4
、
8
3
7
万
4
千
円

λ
O
た
お
盒
（
歳
λ
）

3
6
億
3
、
5
4
7
万
8
千
円

町報とうこう 平成3年11月号②

町民税・固定資産町税
税・軽自動車税な

ど

305，247千円（8．4％）

国や県の補助を受　　国県支出金

けて行う事業に国

や県から支払われ
ます

784，459千円（21．6％）

町の財源を借入金　　町　　　債

で調達するもの

296，400千円（8．2％）

貸付金の返済され諸収入
たものや預金の利

子など

84，688千円（2．3％）

　
平
成
二
年
度
東
郷
町
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
の
決
算
は
、
九
月
定
例
議

会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
、
農
林
業

の
振
興
、
教
育
の
振
興
、
災
害
復
旧
の
増
加
な
ど
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
て
約

一
億
七
千
万
円
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計

虜

市町村財源の保証　地方交付税

と調整のために国

から交付されるお金
1，745，981千円（48．0％）

財産売却・寄付金その他
・各種使用料・手

数料など

418，703千円（11．5％）

会　　廿 歳　入 歳　出　収　支

国民健康保険1　千円　　千円」　千円
事始」会計1・・9．8121・62．9531・6．859

　　　　　　　老人保健i　千円｛　千円
特別会計…471．382｛471．382

　　　1簡易水道事業1　千円．　千周
目　　1特別会計ヨ62・963，56・232i

0

千円

6．731

　　　　国民健劇呆険i　千円1

病院事業会計3264，009

　千円…　壬円

269．116　　△5．107
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ー
ヅ

甲煙
r
｛
　

　
阯
㌧
、

　
「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
」
は
、
現
在
、

区
長
・
組
合
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て

加
入
申
し
込
み
の
と
り
ま
と
め
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
全
世
帯

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
も

う
少
し
具
体
的
な
内
容
を
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
．

み
な
さ
ん
が
負
担
す
る
の

は
　
毎
月
　
二
百
円
だ
け

讃i繊病i馨撰鷲iが幾

ピrlド『．1ジ　1ド『．1｝「’。ド㍉ドrb｝－rlド㍉ドr，ド匿∫ド’∫、ドr 辜h　ら一匿i∫匿．‘、ド’ド’ド㍉，緊圃

「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
し
と
は
…

　
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
は
、
N
T
T

（
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
）
が
開

発
し
た
地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

で
、
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
以
前

に
あ
’
．
た
「
有
線
放
送
」
の
改
良
型

と
言
え
ま
す
。

　
有
線
放
送
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
裸
線
を
架
設
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は

N
T
T
の
電
話
回
線
を
利
用
す
る
の

で
裸
線
の
よ
う
に
腐
食
し
た
り
す
る

こ
と
は
な
く
維
持
費
が
ほ
と
ん
ど
不

要
φ
、
す
．

　
こ
の
電
話
回
線
を
利
用
し
て
、
役

場
に
設
置
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
、
日
常
生
活
に

必
要
な
色
々
な
情
報
や
、
災
害
対
策

の
た
め
の
防
災
情
報
あ
る
い
は
緊
急

放
送
な
ど
、
尊
い
人
命
を
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提

供
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
．
、

　
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
を
設
置
す
る
に

は
、
役
場
に
設
置
す
る
情
報
セ
ン
タ

ー
の
建
設
費
と
し
て
千
五
百
万
円
と

回
線
使
用
料
が
毎
月
三
十
六
万
円
、

加
入
者
の
家
庭
に
設
置
す
る
宅
内
装

置
が
一
戸
当
た
り
三
万
七
千
二
百
円

と
利
用
料
が
毎
月
五
百
円
必
要
で
す

が
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、
加
入
者

の
宅
内
装
置
を
含
め
て
建
設
費
全
部

を
町
が
負
担
し
、
さ
ら
に
、
毎
月
五

百
円
の
利
用
料
の
内
、
三
百
円
を
町

が
負
担
し
て
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん

が
負
担
す
る
の
は
、
利
用
料
金
と
し

て
の
毎
月
二
百
円
だ
け
で
す
。

み
な
さ
ん
の
家
庭
に

こ
ん
な
情
報
を
送
り
ま
す

　
日
常
生
活
の
一
般
的
な
情
報
は
定

時
放
送
で
、
災
害
や
防
災
な
ど
の
急

い
で
連
絡
す
る
必
要
の
あ
る
情
報
は

臨
時
放
送
や
緊
急
放
送
し
ま
す
．
．

　
ま
た
、
特
定
の
区
域
だ
け
放
送

（
例
え
ば
、
小
野
田
の
区
長
が
小
野

田
区
の
家
庭
だ
け
連
絡
し
た
い
時
の

放
送
）
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
、

　
放
送
の
内
容
は
、
行
政
的
な
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
農
協
、
商
工
会
、
森

林
組
合
、
ま
た
学
校
、
幼
稚
園
な
ど

か
ら
の
連
絡
や
情
報
を
毎
日
放
送
す

る
予
定
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
要
望
や
意
見
も

お
聞
き
し
な
が
ら
、
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
に
役
立
つ
番
組
で
放
送
す
る
こ

と
で
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
全
家

庭
、
全
事
業
所
が
加
入
の
う
え
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
、

　
放
送
予
定
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
緊
急
情
報
・
防
災
情
報
・
催
事
や

行
事
情
報
・
行
政
だ
よ
り
・
健
康
だ

よ
り
・
交
通
安
全
や
通
行
止
め
な
ど

の
交
通
情
報
・
選
挙
情
報
・
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
だ
よ
り
・
警
察
だ

よ
り
・
文
化
芸
術
情
報
・
求
人
情
報

．
農
協
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
営
農
指

導
、
農
畜
産
物
市
況
、
農
事
情
報
）

森
林
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
商
工

会
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
各
団
体
（
婦

人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
青
年
団
、
子

ど
も
会
な
ど
）
の
お
知
ら
せ
・
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
区

長
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
区
単
位
）
・

町
の
ニ
ュ
ー
ス
・
講
演
会
情
報
・
趣

味
、
娯
楽
情
報
・
音
楽
・
ラ
ジ
オ
再

放
送
・
そ
の
他
の
情
報

　
（
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
こ
と
で
不

明
な
点
は
、
役
場
・
総
務
課
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
）

／・u～

嘘
　
　
　

∫
群

一
溌
・「

r
「
r

⑪、

利用者下

灘冨、，’

嘘
＼
伽

瀦
コ

／

　ノ

！⊥、

癒し

暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
驚
動
…
情報センター

・
つこ“

・
つと報酬6〕平成3年11月号

琢・碑嘩・略

ll馨i

蕊i：

難
渡雲

量
羅婁

欝1

鐸》雲

兆為享：

欝1
　辱．孝・碑・

　
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
や
次

代
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成
を
目
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
児
童
手
当
制
度

に
つ
い
て
、
法
改
正
が
行
わ
れ
、
平

成
四
年
一
月
か
ら
新
し
い
制
度
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
改
正
後
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
．
一

▽
支
給
対
象

　
一
人
目
の
児
童
か
ら
（
た
だ
し
、

　
平
成
三
年
一
月
二
日
以
降
に
出
生

　
し
た
児
童
に
限
り
ま
す
」

繍●●盧■寓儲。

▽
支
給
期
間

　
三
歳
到
達
月
ま
で
（
た
だ
し
、
二

　
人
目
以
降
の
児
童
に
は
経
過
措
置

　
が
あ
り
、
平
成
四
年
中
は
五
歳
到

　
達
月
ま
で
、
平
成
五
年
中
は
四
歳

　
到
達
月
ま
で
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
じ

▽
支
給
月
額

第第第

子子子

　
5
0
0
0
円

　
5
0
0
0
円

1
0
0
0
0
円

　
改
正
に
よ
り
新
た
に
支
給
対
象
と

な
る
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、

平
成
四
年
】
等
分
か
ら
の
手
当
を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
認
定
請

求
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
．o

事
前
認
定
請
求
の
期
間

　
平
成
3
年
1
1
月
～
平
成
3
年
1
2
月

O
事
前
認
定
請
求
の
提
出
先

　
東
郷
町
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
福

祉
生
活
課
福
祉
係
（
丑
⑲
2
1
1
1

内
線
2
7
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

　し　　’．　一
亀－．幽印幽．　馬

動
勃
②
㊨
勤

へ
…
三
井
道
路
㈱

ρ　　

結
ｽ
合
材
工
場

…｝　

結
ｽ
町
大
字
八
重
書
志
野
内

　
　
一
一
三
三
番
地
「

　
　
　
　
費
（
6
9
）
3
2
9
7

　
　
　
工
場
長
　
　
脇
春
次

一
〇
設
立
年
月
日
は
？

・
　
昭
和
五
十
七
年
二
月
で
す
．
．

〔
○
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

…
　
社
員
十
名
で
す
．
．

・．

n
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
　
主
に
道
路
舗
装
用
の
ア
ス

…
フ
ァ
ル
ト
合
材
を
製
造
し
て

　
い
ま
す
．
．
ほ
か
に
、
公
園
や

’
歩
道
用
の
カ
ラ
ー
合
材
や
透

＼
水
性
合
材
な
ど
も
製
造
し
ま

～
す
．

↑
o
会
社
の
特
徴
は
？

　
当
社
は
道
路
、
公
園
、
陸

」
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

「
な
ど
の
舗
装
工
事
や
ア
ス
フ

・
ア
ル
ト
製
品
の
製
造
、
販
売

ド
が
主
な
仕
事
で
す
。

㎝
　
当
工
場
の
年
間
生
産
高
は

、
平
成
二
年
度
実
績
で
三
万
ト

　
…
ン
で
し
た
が
、
平
成
三
年
度

〔
の
目
標
は
三
万
五
千
ト
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
．
．
し
か
し
、

の
公
共
工
事
の
動
向
に
よ
っ
て
目
標
㌦

を
変
更
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
∴

○
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
…

　
三
井
道
路
の
本
社
は
東
京
に
あ
り
，

ま
す
が
、
宮
崎
に
は
東
郷
町
と
新
富
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

町
の
二
工
場
が
あ
り
ま
す
．
．
そ
れ
ぞ
…

れ
地
域
に
根
差
す
工
場
と
し
て
、
耳
㌦

川
イ
カ
ダ
下
り
や
、
八
重
原
地
区
の
　

運
動
会
に
は
舎
貝
参
加
で
頑
張
・
て
　

い
ま
す
・
ま
た
、
イ
カ
ダ
下
り
は
二
…

年
連
続
優
勝
（
作
り
物
）
の
実
績
も
｛

あ
り
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

二二　⑦
い一〔一一～一一一一………一一～＿＿＿＿
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雇
用
保
険
“
さ
わ
や
か
受
給
”

　　

@　

@　

@　

ю
i
月
間

～
1
1
月
は
雇
用
保
険
“
さ
わ
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
給
”
推
進
月
間
で
す
～

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
就
職
、
就
労
、
内
職
な

ど
を
正
し
く
届
け
出
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
不
正
受
給
と
し
て
処
分
を
受

け
る
も
の
が
依
然
と
し
て
跡
を
た
ち

ま
せ
ん
．
．

▼
不
正
受
給
を
な
く
す
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
方
に
雇
用
保
険
制
度
の
趣
旨

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
受
給
さ
れ
る
方
々
の

制
度
に
対
す
る
自
覚
が
大
変
重
要
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
．
．▼

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
悪
質
で
あ

不正受給の処分状況（宮崎県）

年度．件数1　金　　額　1発生率

S611278　19．026千円‘0．8390

S62　．276 121，495千円10．87％

S63　　246 　　　　　IP9．422千円　　0．85％

H1 251　， 18．117千円　　0．88％

H2 208114．745千円…0．80％

る
」
と
し
て
不
正
に
受
給
し
た
額
の

最
高
二
倍
の
額
の
返
還
（
納
付
命
令

と
い
い
ま
す
）
を
命
じ
た
事
例
も
、

前
年
十
「
件
で
し
た
が
厳
格
な
処
分

に
伴
い
、
「
二
年
度
・
二
十
九
件
」
と

残
念
な
こ
と
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
ら
の
処
分
を
受
け
る
方
が
】

人
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
、
制
度
の

適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
、
月
間
中
…

は
集
中
的
な
摘
発
．
調
査
活
動
を
実
…

施
し
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
…

　
ま
た
、
各
種
団
体
の
長
な
ら
び
に
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

事
業
＋
工
の
皆
さ
ん
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
、

　
な
お
、
推
進
月
間
の
期
間
内
に
限

ら
ず
、
県
、
安
定
所
で
は
各
種
相
談

の
実
施
、
歪
情
報
の
入
手
な
ど
に
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

努
め
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
　
．

絡
く
だ
さ
い
．
．

無
難
獺
鑓

　
　
4
1
3
1
）
　
　
　
…

活
力
あ
る
山
村
つ
く
り

　　

@　

@　

@　

@　

@
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集

　
2
1
世
紀
に
向
け
て
、
魅
力
あ
る
美

し
く
た
く
ま
し
い
山
村
づ
く
り
の
た

め
に
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

〔
募
集
内
容
〕

　
山
村
・
林
業
の
活
性
化
に
関
す
る

も
の
な
ら
何
で
も
可
．
．

〔
応
募
資
格
〕

　
県
内
在
住
の
方
。
グ
ル
ー
．
フ
で
の

応
募
も
可
一
．

〔
応
募
規
格
〕

　
卿
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
B
4
判
縦

圭
日
）
1
0
枚
か
ら
2
0
枚
。

　
一
人
何
編
で
も
応
募
可
。

〔
記
載
事
項
〕

　
一
枚
目
の
原
稿
用
紙
に
タ
イ
ト
ル
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
。

〔
応
募
上
の
注
意
〕

　
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
．
作

品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。
作
品
の
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

権
は
宮
崎
県
に
帰
属
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

〔
応
募
・
問
い
合
せ
先
〕

　
宮
崎
県
林
政
課
山
村
対
策
係
（
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
崎
市
橘
通
東
2
丁
目
1
0
番
1
号

容
0
9
8
5
（
2
6
）
7
1
5
3
　
｝

〔
締
切
〕

　
平
成
3
年
1
1
月
3
0
日
（
消
印
有
効
）

　
な
お
、
入
賞
者
に
は
賞
金
と
副
賞

が
あ
り
ま
す
。

金、
低

県宮

平成3年度「宮崎県最低賃金」

宮崎県最低賃金額は

次のとおりで’す．

日生発力効額金称名

平成3年10月12日
3，923円

　491円

額日

金賃最低県宮崎
時間額

O
こ
の
最
低
賃
金
の
適
用
対
象
と
な

　
る
の
は
、
宮
崎
県
内
に
お
い
て
事

業
を
営
む
使
用
者
と
そ
こ
で
働
く

労
働
者
で
す
。

O
こ
の
最
低
賃
金
の
計
算
基
礎
か
ら

　
除
外
さ
れ
る
の
は
、
次
の
と
お
り

　
で
す
。

ω
精
皆
勤
手
当

図
通
勤
手
当

ゆ
家
族
手
当

ω
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
手
当

鰯
賞
与
等
の
臨
時
手
当

。
こ
の
最
低
賃
金
の
適
用
除
外
と
な

　
る
の
は
、
次
の
事
業
を
営
む
使
用

　
者
と
そ
こ
で
働
く
労
働
者
で
あ
り
、

　
そ
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
別

　
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
．
．

q
肉
製
品
・
乳
製
品
製
造
業

の
製
糸
業
・
紡
績
業

歴
電
気
機
械
器
具
製
造
業

由
各
種
商
品
小
売
業

㈲
自
動
車
小
売
業

O
最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

先宮
崎
労
働
基
準
局
賃
金
課

　
麿
0
9
8
5
（
2
4
）
2
2
0
5

延
岡
労
働
基
準
監
督
署

　
費
0
9
8
2
（
3
4
）
3
3
3
1

ま
た
最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
（
費
0
9
8
5
㊧
4
8
1
1
）

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

、
つ

こ“
・
つと報町の平成3年ll月号

　　　　　　▼きれいな看板

　町内で行われている土木工事の現場に絵入りの看

板が現われました．

　これは、町内の土木業者が工事中の看板の中に町

鳥・町花・町木を図案化したものを使用しているも

ので、景観の美化にも役立っています．

．
．
早
事

ノ
〆
盤
ヲ

，
、
／
泌

諭
菖

　　　　　　　▲稚魚の放流

　9月17日、牧水公園内の河川プールで、漁協の主

催で鯉の稚魚の放流が行われました．

　当日は、坪谷幼稚園・坪谷保育所の園児も参加し

ての楽しい放流になりました。

一一@く消防ソフト
　9月1日、町グラウンドで消防団活性化ソフトボール

が町内の本部を含む12部を集めて行われました．

　これは、町内消防団の交流と活性化を目的としたもの

で、当日は熱戦が繰り広げられました。

　結果は次のとおりです．

優　勝　第6部（越表・下渡月D

準優勝　第7部（寺町）

3　位　第8部（鶴野内）

馨
客

夢

　
　
町
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
る
大
事

　
な
人
の
命
や
財
産
を
交
通
事
故
か
ら

　
守
ろ
う
と
九
月
二
十
六
日
、
中
央
公

　
民
館
に
お
い
て
東
郷
町
交
通
安
全
対

　
策
協
議
会
が
主
催
し
、
区
長
会
等
十

　
八
の
団
体
が
後
援
し
て
行
’
．
た
わ
が

　
ふ
る
さ
と
交
通
安
全
］
運
動
実
践
大

　
会
は
台
風
1
9
号
の
接
近
で
出
席
者
数

　
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
約
三
百
人
の

　
出
席
が
あ
り
交
通
安
全
に
対
す
る
関

　
心
の
高
さ
を
二
小
し
ま
し
た
．
、
特

　
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
出
席

　
が
多
か
っ
た
の
が
注
目
さ
れ
ま

　
し
た
。

　
　
大
会
は
東
郷
町
交
通
安
全
対

…
策
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
町
長

ゆ　
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
日
向
警

””
ψ
察
署
副
署
長
、
町
議
会
議
長
の

”　
あ
い
さ
つ
の
後
、
交
通
情
勢
に

09

φ
つ
い
て
日
向
警
察
署
の
交
通
係

ψ　
長
、
交
通
安
全
一
運
動
の
趣
旨

”　
説
明
を
交
通
安
全
協
会
東
郷
支

””　
部
長
、
交
通
安
全
に
対
す
る
決

”縛　
意
表
明
を
交
通
安
全
母
の
山
々

”
”
長
と
老
入
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
が

一
行
い
、
最
後
に
大
会
宣
言
案
を

軸　
朗
読
し
全
会
「
致
で
採
択
し
ま

　
し
た
．
、

慶
盒

　
　
　
乞
　
　
ど

　
　
　
　
　
　
　
亥

多

Z
ヘ
グ

・
譲
講

　
こ
の
運
動
で
東
郷
町
が
基
本
目
標

と
し
た
の
は
「
交
通
安
全
「
運
動
」

実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
，
【
ペ
ン
止
れ

よ
と
ば
す
ん
な
左
右
の
確
認
事
故
防

止
一
で
す
。
東
郷
町
は
入
郷
五
ヶ
村

の
入
口
に
な
り
一
日
八
千
二
百
台
の

交
通
量
は
事
故
発
生
の
危
険
陸
を
高

く
し
て
い
ま
す
、
大
会
を
契
機
と
し

て
家
庭
、
地
域
、
職
場
総
ぐ
る
み
で

わ
が
家
か
ら
、
わ
が
ふ
る
さ
と
か
ら

交
通
事
故
を
「
掃
し
ま
し
，
小
う
。
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昔
ば
な
し
②

サ
ル
と
坊
さ
ん

　
　
　
（
崎
山
大
師
堂
）

……

r
；
；
一
；
…
；
；
，
…
…
；
；
；
…
』

　
今
か
ら
二
百
五
十
年
ほ
ど
静
、
あ

る
坊
さ
ん
が
豊
後
の
国
か
ら
日
向
の

国
へ
と
旅
を
し
て
、
美
々
津
に
つ
き

ま
し
た
　
そ
し
げ
、
耳
川
ぞ
い
に
福
瀬

の
村
目
ヘ
レ
　
杖
キ
一
つ
い
て
と
ぽ
と
ぽ
と

歩
い
て
い
ま
し
た

　
叫
坦
は
山
と
川
の
あ
い
だ
の
細
い
叫
遣

で
し
た
　
い
つ
の
ま
に
か
夕
方
に
な

・．

f
、
し
ま
い
ま
し
た
　
坊
さ
ん
が
、

ふ
と
先
の
方
を
見
る
と
一
匹
の
サ
ル

が
ひ
、
．
，
こ
ん
、
ひ
．
｝
こ
ん
と
走
’
．
て

先
へ
先
へ
進
ん
で
行
き
ま
す
．
．
坊
さ

ノ
ん
弓
ゆ
、
　
・
山
一
“
ざ
ご
一
「
田
ひ
∫
．
〆
」
、
　
ワ
て
の
↓
め

と
を
つ
い
〆
、
行
き
ま
し
た
．
．
鳥
川
を

す
ぎ
る
と
日
も
暮
れ
て
き
ま
し
た
．
．

サ
ル
は
、
あ
い
か
．
わ
ら
ず
ド
ア
ん
ど
ん

先
の
方
へ
行
き
ま
す
．
．
そ
し
て
福
顛

下
村
へ
行
く
坂
道
に
さ
し
か
か
り
ま

し
た
．
．
そ
し
て
サ
ル
は
坂
道
の
入
口

で
坊
さ
ん
の
与
を
見
て
一
こ
・
・
．
ち
へ
、

こ
つ
’
っ
へ
［
と
い
・
り
ふ
う
に
、
　
ふ
り

む
き
ふ
り
む
き
歩
い
て
行
き
ま
し
た
、

坊
さ
ん
も
サ
ル
の
あ
と
を
追
っ
て
歩

き
ま
し
た
．
．

　
坂
道
の
中
ほ
ど
ま
で
来
た
時
、
突

然
サ
ル
の
す
が
た
が
見
え
な
く
な
り

ま
し
た
．
．
ふ
し
ぎ
に
慰
’
．
て
あ
た
り

を
見
ま
わ
し
て
い
る
と
、
た
い
へ
ん

に
お
い
の
い
い
花
の
か
お
り
が
す
る

の
で
、
ふ
と
道
の
上
の
方
・
を
見
あ
げ

る
と
、
サ
ル
が
「
こ
’
．
ち
へ
お
い
で
、

こ
ズ
．
ち
へ
お
い
で
一
と
い
わ
ん
ば
か

り
に
手
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
．
．
坊
さ

ん
は
、
い
よ
い
よ
ふ
し
ぎ
に
慰
い
ま

し
た
が
、
道
の
E
の
方
へ
と
の
ぼ
ズ
．

て
竹
き
ま
し
た
、

　
サ
ル
は
坊
さ
ん
が
の
ぼ
っ
て
き
て

も
、
に
げ
る
よ
う
す
も
な
く
そ
ば
で

じ
∫
．
と
し
て
い
ま
し
た
．
．
坊
さ
ん
は

っ
か
れ
た
ら
し
く
座
っ
て
、
に
ぎ
り

め
し
を
た
べ
は
じ
め
ま
し
た
．
．
坊
さ

ん
は
サ
ル
も
ひ
も
じ
い
だ
ろ
う
と
慰

っ
て
、
に
ぎ
り
め
し
を
さ
し
出
す
と

い
か
に
も
う
れ
し
そ
う
に
た
べ
ま
し

た
，
サ
ル
と
坊
さ
ん
は
、
す
っ
か
り

仲
よ
く
な
り
ま
し
た
．

　
も
う
す
ズ
．
か
り
あ
た
り
は
く
ら
く

夜
に
な
り
ま
し
た
．
、
坊
さ
ん
は
、
そ

ば
に
立
r
．
て
い
た
大
き
な
木
の
根
を

ま
く
ら
に
眠
り
は
」
め
ま
し
た
一
、
サ

ル
は
坊
さ
ん
の
す
ぐ
そ
ば
に
よ
り
そ

い
、
ま
る
で
坊
さ
ん
を
ま
も
る
よ
う

に
し
て
、
夜
の
ふ
け
る
の
を
す
ご
し

ま
し
た
．
．

　
坊
さ
ん
は
、
よ
ほ
ど
つ
か
れ
て
い

た
と
み
え
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い

ま
し
た
。
夜
中
す
ぎ
に
な
っ
て
、
坊

さ
ん
の
枕
も
と
に
弘
法
大
師
の
よ
う

な
坊
さ
ん
が
お
立
ち
に
な
り
「
．
西
山

坊
（
坊
さ
ん
の
名
前
）
よ
、
こ
こ
を

大
師
の
地
と
し
て
村
の
人
を
し
あ
わ

せ
に
せ
よ
」
と
の
お
つ
げ
が
あ
’
．
た

嚇］
⑳
牧
水
銅
像

東
郷
町

　
牧
水
公
園

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

　
す
で
1
1
一
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
し
た
「
牧
水
銅
像
一

の
除
幕
式
が
、
さ
る
九
月
十
七
日
の

牧
水
祭
の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
．
．
今

回
は
こ
の
銅
像
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
に
し
ま
す
｝

　
建
立
の
場
所
は
牧
水
公
園
の
中
の

牧
水
庵
の
す
ぐ
前
で
す
一
旅
姿
の
牧

水
で
、
卜
月
号
の
日
報
（
表
紙
）
の

写
真
を
ご
堰
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
．
．
台
座
の
高
さ
が
ニ
メ
ー
ト
ル
、

像
の
高
さ
が
二
・
六
五
メ
ー
ト
ル
で

文
字
ど
お
り
日
本
「
の
牧
水
銅
像
と

一、

|
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
，

の
で
す
．
坊
さ
ん
は
、
ゆ
め
1
1
ト
お
ど

ろ
い
て
目
が
さ
め
、
あ
た
り
を
き
ょ

う
き
、
季
ろ
見
ま
わ
す
と
、
サ
ル
が
い

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
．
．
「
．
あ
の
サ
ル

が
ゆ
め
の
中
に
出
た
弘
法
大
師
を
み

ち
び
い
て
く
れ
た
の
か
．
．
あ
り
が
た

い
、
あ
り
が
た
い
一
と
言
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

和
服
姿
1
1
卜
中
折
れ
帽
f
を
か
ぶ
り
、

愛
用
の
こ
う
も
り
傘
を
手
に
し
て
、

顔
は
、
は
る
か
尾
鈴
の
連
峰
を
眺
め

て
い
ま
す
．
．
台
座
の
正
面
に
は
「
．
旅

ゆ
く
牧
水
．
」
と
浮
き
彫
り
に
刻
ん
で

あ
り
、
書
は
若
山
旅
人
氏
（
七
十
へ

歳
）
に
依
頼
し
た
も
の
で
す
．
台
座
1
1
一

向
か
っ
て
左
の
面
に
は
、
牧
水
の
略

年
譜
を
紹
介
し
、
右
側
の
面
に
は
、

つ
ぎ
の
碑
文
が
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
．
．

　
「
幾
山
河
越
え
さ
り
ゆ
か
ば
一
と

果
て
し
な
き
旅
を
つ
づ
け
、
歌
ひ
と

す
じ
に
そ
の
生
涯
を
生
き
ぬ
い
た
歌

人
牧
水
、
そ
し
て
ま
た
、
世
の
多
く

の
人
々
に
敬
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、

格
調
高
い
秀
歌
を
遺
し
た
牧
水
．

　
わ
が
東
郷
町
は
、
こ
の
偉
大
な
る

牧
水
を
生
ん
だ
こ
と
を
誇
り
と
し
、

先
賢
を
偲
び
そ
の
業
績
を
未
来
永
劫

に
顕
彰
す
る
た
め
、
こ
こ
に
銅
像
を

建
立
す
る
．
．

　
平
成
三
年
瓦
月
十
七
日

塑

像東
制

作郷

奥町
村
良

弘

　
と
こ
ろ
で
、
除
幕
式
当
日
は
町
内

外
か
ら
約
二
百
人
を
越
す
人
々
の
参

列
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
沼
津
市
か

ら
も
、
市
長
代
理
と
し
て
市
教
育
長
、

市
社
会
教
育
課
長
、
そ
れ
に
沼
津
牧

水
会
の
林
理
事
長
（
牧
水
の
お
墓
の

あ
る
乗
運
寺
の
住
職
）
等
も
ご
列
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
の
夕
方
の
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
知
’
．
た
方
々
が
、
県
内
各

地
か
ら
三
々
五
々
と
訪
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
除
幕
式
当
日
、
西
都
市
か
ら
来
た

と
い
う
ご
婦
人
は
、
「
こ
う
し
て
牧
水

の
銅
像
を
静
か
に
眺
め
て
い
る
と
、

今
、
牧
水
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
に
居
っ

て
来
た
の
だ
な
あ
と
い
う
感
動
を
覚

え
ま
す
一
と
感
慨
深
げ
に
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
．
．

　
さ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
、
ど
う

ぞ
一
ふ
る
さ
と
に
帰
’
．
て
来
た
牧
水
一

に
会
い
に
行
’
．
て
く
だ
さ
い
，

レ
牧
水
公
園
の
牧
水
銅
像

藁

‘姻

少

　▼

ゆ
　
て

犠
独

、
つ

こ“
・
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磯
馴
㏄
一
、
財
爵
昭

⑮
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

　
　
ス
ポ
ー
ツ
障
害

東
郷
町
立
病
院

　
院
長
阿
久
根
広
宣

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
比
較
的
安
易

に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
つ
く
り
地
域

社
会
に
広
く
定
着
し
て
い
ま
す
．
．
そ

れ
と
同
時
に
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常

診
療
に
関
係
が
深
く
、
ス
ポ
ー
ツ
外

傷
の
中
で
は
軽
症
例
な
が
ら
、
野
球
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
つ
い
で
多
い
よ
う

で
す
．
．
部
位
別
に
見
る
と
手
指
の
障

害
、
足
関
節
の
障
害
が
多
く
、
つ
い

で
膝
の
障
害
が
多
い
よ
う
で
す
．
．
最

近
で
は
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
が
盛
ん
に

な
る
に
つ
れ
て
、
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂

が
著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
、

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ

障
害
を
予
防
す
る
に
は
、
ど
う
し
た

ら
い
い
で
一
）
よ
・
7

↑
Ψ
昭
和
五
十
三
年
7
り
さ
ぎ
跳
び
．
」

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
下
腿
の
疲
労

骨
折
が
多
発
し
、
二
五
教
育
委
員
会

で
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
足
腰
の
鍛
練
、
ジ
ャ
ン
．
フ
カ
の
強

化
の
た
め
な
ら
ば
、
腰
を
十
分
に
は

曲
げ
な
い
ハ
ー
フ
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
勧

め
ら
れ
ま
す
。

2
指
の
外
傷
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、

親
指
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
あ

る
程
度
指
に
カ
を
い
れ
て
五
指
で
ボ

ー
ル
を
受
け
止
め
る
よ
う
に
基
本
動

作
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
．

⑥
テ
ー
ピ
ン
グ
が
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
障
害
部
の
保
護
の
た
め
適
切
な

使
用
が
望
ま
れ
ま
す
。
基
本
的
な
テ

ー
ピ
ン
グ
の
や
り
方
に
つ
い
て
の
資

料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ほ
し
い
方
は

病
院
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
、
差

し
上
げ
ま
す
、

＠
ジ
ャ
ン
プ
時
よ
り
も
着
地
時
に
膝
、

足
の
故
障
が
お
き
や
す
い
よ
う
で
す
一

近
年
、
足
指
の
機
能
低
下
と
へ
ん
平

足
傾
向
が
み
ら
れ
、
柔
軟
さ
、
基
礎

筋
力
、
平
衡
感
覚
と
と
も
に
訓
練
し

ま
し
よ
・
つ

　
以
上
の
こ
と
を
注
意
し
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
P

P

’

　
階

シ
D
ト
ベ
ル
ト
着
用
で

死
亡
事
故
セ
防
ご
う

　
九
月
二
十
六
日
半
行
わ
れ
た
、
わ

が
ふ
る
さ
と
交
通
安
全
一
運
動
実
践

大
会
の
中
で
も
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

八
月
末
現
在
の
県
下
交
通
事
故
死
者

は
五
レ
名
で
す
，
こ
の
う
ち
十
九
名

は
自
動
車
事
故
で
し
た
が
、
七
四
％

に
あ
た
る
十
四
名
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
自
分
が
交
通
法
規
を
守
っ
て
い
て

も
事
故
は
予
告
な
し
で
発
生
し
ま
す
。

　
「
運
転
者
も
同
乗
者
も
、
自
分
の
安

．
全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
、
今
一
度
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

効
果
を
再
確
認
し
自
動
車
に
乗
っ
た

ら
、
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

o
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
効
果

　
自
動
車
が
衝
突
す
る
と
、
ど
ん
な

に
手
足
を
つ
っ
ぱ
っ
て
も
時
速
七
キ

ロ
メ
：
ト
ル
で
、
ふ
つ
か
っ
た
時
の

衝
撃
力
ぐ
ら
い
し
か
自
分
の
力
で
は

支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な
い
と

重
大
な
事
故
に
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
運

転
姿
勢
を
良
く
し
、
安
全
意
識
を
向

上
さ
せ
、
運
転
疲
労
を
軽
減
さ
せ
ま

す
．

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

日
向
地
区
交
通
安
全
協
会
の

事
務
局
庁
舎
の
完
成

　
日
向
警
察
署
構
内
に
日
向
地
区
交

通
安
全
協
会
事
務
局
庁
舎
が
新
築
さ

れ
、
九
月
四
日
に
竣
工
式
を
行
い
ま

し
た
．
．
新
庁
舎
は
鉄
筋
二
階
建
で
、

運
転
免
許
証
の
更
新
時
講
習
や
各
種

会
議
に
使
用
さ
れ
、
交
通
指
導
員
待

機
所
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
新
築
記
念
事
業
と
し
て
、
協

会
員
で
免
許
取
得
五
十
年
以
上
の
人

を
対
象
に
二
十
二
名
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
東
郷
町
か
ら
は
、
茎
瀬

亀
夫
さ
ん
・
浅
草
亀
吉
さ
ん
・
鶴
田

剛
さ
ん
・
寺
田
恒
夫
さ
ん
・
矢
野
清

水
さ
ん
・
田
中
正
一
さ
ん
の
六
人
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
、

穂
揃
ひ
し
稲
田
も
日
ご
と
色
づ
け
ば

　
　
　
　
　
ロ
ず
　
り
　
　

木
陰
に
座
り
稲
手
作
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

弁
当
を
忘
れ
学
校
に
行
き
し
孫
ひ
ね

も
す
思
い
帰
り
待
ち
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

留
守
な
が
き
家
に
灯
り
て
何
と
な
き

安
ら
ぎ
見
ゆ
る
隣
組
の
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
び
　

教
え
子
ら
昔
を
語
る
こ
と
つ
き
ず
温

コ
リ
　
み
ゑ
ユ
ご
　
　
　

泉
秋
保
の
夜
は
ふ
け
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ニ
　
ゴ
　
レ
ア
つ

職
退
き
し
同
年
の
友
が
唐
突
に
逝
き

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ロ
　
さ
ネ
　
レ
　
　

た
り
と
聞
き
し
ば
し
戸
惑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
（
九
月
末
累
計
）

計

椎
葉
村
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

168hiOI

1 5 1 8 24 128 件
数

3 0 0 0 0 0 0 1 12
死
i
者

人
身
事
故212 2 0 1 10 1 8 Ol

3■155傷

者

168736 31 25 31 32 831251 ll9峨黎

　
　
　
全
国
七
、
八
八
三
人

死
者

　
　
　
県
内
　
　
　
五
六
人
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A
き
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胃
ガ
ン
検
診

▽
日
程

　
1
1
月
2
6
日

　
　
　
2
7
日

　
　
鎚
日

　
　
盛
日

▽
受
付
時
間

農
協
坪
谷
支
所

小
野
田
公
民
館

小
野
田
公
民
館

農
協
寺
迫
支
所

　
番
号
札
を
当
日
午
前
6
時
か
ら
検

　
診
車
に
設
置
し
ま
す
、

▽
料
金

　
4
0
歳
以
上
1
4
0
0
円

　
4
0
歳
未
満
3
3
9
9
円

　
7
0
歳
以
上
、
非
課
税
世
帯
、
生
活

　
保
護
世
帯
は
無
料

婦
人
検
診

139

　　▽
11日

月程
時時12
1　1　目

1410

時時

農
協
坪
谷
支
所

小
野
田
公
民
館

　
1
1
月
1
3
日

　
　
9
時
～
1
0
時
　
小
野
田
公
民
館

　
　
1
3
時
～
1
4
時
　
小
野
田
公
民
館

　
1
1
月
1
4
日

　
　
9
時
～
1
0
時
　
福
瀬
公
民
館

　
　
1
3
時
～

　
　
　
1
3
時
3
0
分
　
農
協
寺
迫
支
所

▽
料
金

　
3
0
歳
以
上
　
1
1
0
0
円

　
3
0
歳
未
満
　
2
7
8
1
円

　
7
0
歳
以
上
、
非
課
税
世
帯
、
生
活

　
保
護
世
帯
は
無
料

青
年
海
外
協
力
隊

　　

H
募
集
説
明
会

　
国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
青
年
海

外
協
力
隊
の
募
集
説
明
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
．
．

▽
日
時
お
よ
び
会
場

　
1
1
月
1
3
日
　
　
1
8
時
3
0
分
～
2
1
時

　
延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
延

　
岡
市
本
小
路
3
9
の
一
）

▽
資
格

　
満
2
0
才
～
3
9
才
ま
で
の
日
本
の
青

　
年
男
女

▽
派
遣
地
域

　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
近
東
・

　
中
南
米
・
南
太
平
洋
地
域
等
（
4
7

　
冬
野
）

▽
派
遣
部
門

　
農
林
水
産
・
加
工
・
保
守
操
作
・

　
土
木
建
築
・
保
健
衛
生
・
教
育
文

　
化
・
ス
ポ
：
ツ
の
7
部
門
（
約
励

職
種
）

▽
説
明
内
容

　
映
画
（
現
地
隊
員
の
活
動
記
録
）

　
帰
国
隊
員
体
験
報
告

　
］
般
説
明
お
よ
び
相
談

▽
問
い
合
せ
先

　
国
際
協
力
事
業
団
九
州
支
部

倉
0
9
2
（
1
「
D
4
）
3
3
8
0

　
宮
崎
県
総
務
部
国
際
交
流
課

豊
0
9
8
5
（
2
6
）
7
0
0
4

税
務
相
談

　
熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
宮
崎
分

室
で
は
、
次
の
と
お
り
税
に
つ
い
て

の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
お
気

軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
、

▽
日
時
　
1
1
月
8
日
〔
金
〉

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
日
向
市
商
工
会
議
所

椎
葉
尾
前
地
区

地
す
べ
り
災
害

　
　
救
援
に
つ
い
て

　
去
る
九
月
目
台
風
十
九
号
に
よ
り

椎
葉
村
尾
前
地
区
で
山
崩
れ
が
発
生

し
、
人
家
六
戸
が
全
壊
し
ま
し
た
．
．

　
被
災
者
（
六
世
帯
十
二
人
）
は
着

の
み
着
の
ま
ま
で
避
難
し
、
現
在
、

仮
設
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
で
不
自
由
な
避

難
生
活
を
送
’
．
て
い
ま
す
．
、
相
当
長

期
間
に
な
る
模
様
で
、
各
地
か
ら
暖

か
い
救
援
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
て

い
ま
す
．
．
町
と
し
て
も
、
同
じ
入
郷

地
域
の
仲
間
と
し
て
救
援
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
福
祉
生
活
課
に
「
椎
葉

村
尾
前
地
区
地
す
べ
り
災
害
義
援
金
一

の
窓
口
を
設
け
て
お
り
ま
す
．
．

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
義
援
金
受
付
期
間

　
　
十
月
下
旬
～
十
一
月
末
日

伺
威
姻
識

　
今
月
は
次
の
日
程
で
行
政
相
談
を

行
い
ま
す
．

▽
日
時
　
1
1
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
七
期

　
忌
明
け
と
し
て
、

ら
町
社
会
福
祉
協
議
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